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会員 澤田 祥吾さんの作品 
 ＢＯＸティッシュのデザインに採用されました 

NPO法人高次脳機能障害友の会みずほ 

会報 第９１号 
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名古屋リハセンの体制変更について 
 

名古屋市総合リハビリテーション事業団（以下名古屋リハセン）に関し、市の９月定例

市議会に条例の一部改訂が上程されました（市の提出案名では「改正」となっていますが、

正かどうか疑問ですので、ここでは「改訂」と記します）。 

 内容は・病院の設置に係る規定の削除・介護保険事業に係る規定の削除というものであ

り、要は名古屋リハセンから病院とデイケアをなくすという提案です。 

 実施時期は令和７年４月１日となっており、病院部門については名古屋市大病院へ運営

を移管する予定となっています。 

 上程案が可決されると、現在の名古屋リハセンは名古屋市大病院（医療部門）と、名古

屋リハセン（福祉部門）の別個の法人による運営形態となります。 

 高次脳機能障害者への対応には相談から医療、訓練を経て、社会復帰に至るまでの総合

的・一体的、かつ一貫性のあるサービスの提供が必要であり、名古屋リハセンには病院部

門と福祉部門の双方を保有することにより、その役割を担っていただいておりました。 

 9 月初めに名古屋市健康福祉局より、本上程案の説明を受けた際には、高次脳機能障害

者には現状の名古屋リハセンの体制が望ましい旨伝えた上で、市の方針として名古屋リハ

センの医療部門と福祉部門を分離するのであれば、下記項目を市の施策として実現するよ

う要請しております。 

１． 医療（病院）部門と福祉部門の連携 

（１） 医療情報、福祉情報の双方向伝達、共有 

（２） 双方が相談し合える体制の構築 

２． 新たな医療、福祉部門の対応 

（１） 新たな病院でも高次脳機能障害者に対する診察、診療及び診断書の作成 

（２） 新たな病院でも医学的訓練（リハビリ）の実施 

（３） 新たな福祉部門への医師、セラピストの配置 

（４） 新たな病院の医師、医療スタッフによる当事者団体活動への協力 

健康福祉局も、市大病院のリハセン病院受け入れ後の体制、方針が決定していないため、

即答できないものの、その必要性についてはご理解いただいております。 

みずほとしてはこれまで名古屋リハセンをベースに構築してきた「総合的・一体的かつ

一貫性のある」リハサービスの継続提供を名古屋市の政策として実現するよう、働きかけ

ていく所存です。 

                        （理事長 長谷川 潤） 
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哀悼の意を込めて 
 

脳外傷者・家族でつくる当事者団体として、１９９７年 4 月に「脳外傷友の会みずほ」

が発足しました。その発足当時から運営に関わってこられた二代目会長の柴田榮機さんが

令和５年 9 月 16 日８１歳でご逝去されました。 

 

思えば、２０００年４月には、みずほ・ナナ・コロポックルの３団体で設立した「日本

脳外傷友の会」では副会長に着任、新聞記者としてのご経歴から毎年の全国大会アピール

文の作成を担当、さらに、福祉の谷間に置かれていた高次脳機能障害を多くの方々に理解

していただくためにと厚生労働省・国土交通省・文部科学省への陳情でもご活躍されまし

た。 

２００１年から実施された高次脳機能障害支援モデル事業では、全国的に診断がバラバ

ラだったものを統一する必要性を訴え、診断基準を整備される訓練・生活介護プログラム

などを目指した名古屋リハが全国に先駆けた取り組みにも協力しました。当会を法人化し、

今日のみずほを作り上げた功績は多大なものでした。 

ここ１０数年はご病気で、当会の活動に参加されることが少なくなっていらっしゃいま

したが、今年５月１３日（土）の総会には、奥様と一緒にご出席くださり、顧問の深川先

生を囲んでの福祉交流会にも参加されました。その折にお話ししたことが、最後になると

は思いもよりませんでしたので、とても残念でなりません。    

柴田様のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 （河田） 
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